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春の市・石田町

応援にも力が入るリレー

豊作を祈念して早乙女、田男が1株ずつ丁寧に田植え

古
式
ゆ
か
し
く
お
田
植
え
祭

地
元
総
代
、
住
民
ら
約
１
０
０
人
参
列

郷
ノ
浦
町
、
立
石
土
光
さ
ん
の
斎
田
で

　
県
神
社
庁
壱
岐
支
部
（
支
部

長
・
村
田
徹
郎
白
沙
八
幡
神
社

宮
司
）
の
献
国
田
お
田
植
え
祭

が
４
月
29
日
、
郷
ノ
浦
町
物
部

本
村
触
、
天
手
長
男
（
あ
ま
の

た
な
が
お
）
神
社
の
氏
子
・
立

石
土
光
さ
ん
（
75
）
の
斎
田
（
約

８
ア
ー
ル
）
で
行
わ
れ
た
。

　
稲
作
は
、
日
本
文
化
の
伝
統

や
民
俗
信
仰
と
切
り
離
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
米
づ
く
り
を

通
し
て
日
本
の
伝
統
、
文
化
を

見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
地
域

社
会
と
の
か
か
わ
り
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心

を
育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
旧
４
町
持
ち
回
り

で
開
か
れ
て
い
る
。

　
当
日
は
、
後
藤
満
雄
市
農
林

水
産
部
長
、
地
元
総
代
、
地
域

の
住
民
ら
約
１
０
０
人
が
参

列
し
て
見
守
る
中
、
菅
笠
や
茜

た
す
き
に
身
を
包
ん
だ
地
元

の
小
中
学
生
の
早
乙
女
、
田
男

ら
が
古
式
ゆ
か
し
く
丁
寧
に

早
苗
を
植
え
、
子
ど
も
た
ち
の

ぎ
こ
ち
な
い
田
植
え
の
様
子

に
、
家
族
や
参
列
者
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
の
声
が
か
け
ら
れ
て

い
た
。
田
植
え
後
に
は
、
壱
岐

神
楽
の
「
豊
年
舞
」
の
奉
納
、

餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
列

者
全
員
で
今
年
の
豊
作
を
祈

願
し
た
。

　
今
回
早
乙
女
を
務
め
た
郷

ノ
浦
中
学
校
２
年
生
、
小
園
菜

摘
さ
ん
は
「
田
植
え
は
学
校
で

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
と

は
違
い
、
全
体
的
に
興
味
深
く

経
験
で
き
楽
し
か
っ
た
し
参

加
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
」

な
ど
と
話
し
た
。

　
今
後
は
、
立
石
土
光
、
松
子

夫
妻
を
田
長
、
耕
作
長
に
、
今

秋
の
抜
穂
祭
が
行
わ
れ
る
刈

り
取
り
の
時
期
ま
で
、
大
切
に

育
て
ら
れ
る
。
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土
日
月
火
水
木
金

中
小
小
小
長
若
中
中

勝
本
港
沖
で
接
触
事
故

遊
漁
船
と
プ
レ
ジ
ャ
ー
船

酒
気
帯
び
運
転
容
疑
で

逮
捕　
　
　

壱
岐
署

新
施
設
の
見
学
な
ど

第
49
回
集
い
開
催

ひ
と
あ
ゆ
み
の
会

脅
し
メ
ー
ル
送
信
の
男

逮
捕
、
福
岡
中
央
署

　
福
岡
市
、
福
岡
中
央
署
は
４

月
19
日
、
本
市
芦
辺
町
、
団

体
職
員
・
柴
山
浩
治
容
疑
者

（
41
）
を
、
３
月
23
日
か
ら
28

日
間
、
元
交
際
相
手
の
女
性

（
21
）

=

福
岡
市

=

に
携
帯
電

話
で
、
脅
迫
メ
ー
ル
13
通
を

送
っ
た
疑
い
で
逮
捕
し
た
。

地域住民の親睦と融和
グ ラ ウ ン ド 横 で 石 田 市 開 催
第 65 回 石 田 町 運 動 会

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前

半
、
「
昭
和
の
日
」
の
４
月
29

日
、
住
民
の
親
睦
と
融
和
を
深

め
よ
う
―
な
ど
と
毎
年
開
か
れ

て
い
る
石
田
町
運
動
会
が
、
今

年
も
石
田
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
、
地
域
住
民
総
出
で
ス

ポ
ー
ツ
の
１
日
を
楽
し
み
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

　
今
年
で
65
回
目
を
迎
え
た
運

動
会
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
囲

む
よ
う
に
25
公
民
館
の
テ
ン
ト

が
並
び
、
地
域
の
代
表
選
手
た

ち
が
繰
り
広
げ
る
好
プ
レ
ー
や

珍
プ
レ
ー
に
歓
声
が
上
が
り
、

声
援
が
飛
び
交
う
中
、
園
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
住
民

が
、
リ
レ
ー
や
輪
回
し
、
綱
引

き
、
玉
入
れ
、

む
か
で
競
争
な

ど
、

レ

ク

リ

エ
ー
シ
ョ
ン
種

目
や
得
点
種
目

の
18
種
目
に
出

場
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の

日
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
横
の
通

り
で
、
春
か
ら

初
夏
に
か
け

て
壱
岐
島
内

５
浦
を
巡
る

風
物
詩
・
春
の

市
の
石
田
市

が
開
か
れ
、
多

く
の
出
店
が

並
ぶ
会
場
に

は
、
家
族
連
れ

や
子
ど
も
た

ち
、
掘
り
出
し

物
を
さ
が
す

買
い
物
客
ら

で
混
雑
し
終

日
に
ぎ
わ
っ

た
。
春
の
市
は

こ
の
後
、
最
大

の
郷
ノ
浦
八

日
市
が
13
日
に
開
か
れ
幕
を

閉
じ
る
。

　
島
中
が
ク
ス
若
葉
に
染
ま
っ

て
ゆ
く
。
又
少
し
丸
く
な
っ
た

背
を
前
の
め
り
に
し
て
、
母
が

腰
を
お
ろ
す
。
隣
に
同
じ
バ
ス

を
待
つ
母
が
ゆ
る
り
と
座
る
。

　
か
つ
て
夜
明
け
前
か
ら
歩
き

出
し
て
町
へ
。
籠
に
は
野
菜
や

花
を
、
天
秤
棒
に
は
今
に
も
跳

ね
て
飛
び
出
し
そ
う
な
魚
を
、

そ
し
て
手
縫
い
の
手
提
げ
に
は

釣
り
用
の
小
銭
を
偲
ば
せ
て
歩

い
て
い
た
。
星
あ
か
り
残
る
道

を
。
朝
市
通
い
の
足
音
は
年
々

減
り
そ
の
分
、
車
が
老
い
た
母

達
を
追
い
越
し
て
い
く
。

　
「
こ
ん
帽
子
な
あ
、
孫
が

く
れ
た
つ
よ
」
「
ほ
う
、
よ

か
な
あ
」

　
二
人
の
話
が
続
く
。
バ
ス
は

ま
だ
来
な
い
。
猫
が
横
切
る
。

　
母
の
日
に
母
達
は
一
番
何
を

願
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
戦

前
、
戦
中
に
生
ま
れ
た
母
達
は

大
事
な
聲
を
い
ま
、
ど
こ
に
偲

ば
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
年
は
琉
球
王
国
だ
っ
た

島
国
沖
縄
が
本
土
復
帰
四
十

年
目
。
「
ぬ
ち
ど
う
宝
＝
い
の

ち
は
た
か
ら
」
伝
わ
る
聲
が

海
を
越
え
響
い
て
く
る
。
母

が
産
み
育
て
た
命
。
守
り
抜

く
島
の
「
だ
い
じ
か
」
道
を

消
さ
ぬ
よ
う
に
。

　
４
日
午
前
11
時
20
分
ご
ろ
、

勝
本
町
、
勝
本
港
か
ら
西
へ
約

６
㌔
の
海
域
で
、
福
岡
市
、
奈

多
漁
港
か
ら
釣
り
客
６
人
を
乗

せ
出
港
し
た
遊
漁
船
「
海
笑

丸
（
か
い
し
ょ
う
ま
る
）」
＝

３
・
31
㌧
、
入
江
達
也
船
長

（
45
）
＝
と
湯
の
本
港
か
ら
4

人
を
同
乗
さ
せ
て
出
港
し
た
プ

レ
ジ
ャ
ー
船
「
将
佳
丸
（
し
ょ

う
け
い
ま
る
）」
＝
９
・
26
㌧
、

久
原
伸
幸
船
長
（
39
）
＝
が
接

触
し
た
。

　
壱
岐
海
上
保
安
署
の
調
べ
に

よ
る
と
、
低
速
で
漁
場
を
移
動

中
の
海
笑
丸
が
、
魚
探
の
画
面

を
注
視
し
て
い
た
見
張
り
不
十

分
に
よ
り
、
漂
泊
し
て
遊
漁
中

の
将
佳
丸
に
気
づ
か
ず
接
近
、

将
佳
丸
を
見
つ
け
あ
わ
て
て
避

け
よ
う
と
し
た
が
接
触
、
被
害

の
程
度
は
両
船
と
も
接
触
箇
所

が
こ
す
れ
た
程
度
と
い
う
。

　
壱
岐
署
は
４
月
23
日
午
後
５

時
43
分
、
石
田
町
池
田
東
触

の
国
道
で
、
郷
ノ
浦
町
永
田

触
、
無
職
、
山
口
明
美
容
疑
者

（
37
）
を
酒
気
帯
び
運
転
の
疑

い
で
現
行
犯
逮
捕
し
た
。

　
同
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、

山
口
容
疑
者
は
酒
気
を
帯
び

て
軽
自
動
車
を
運
転
中
に
事

故
を
起
こ
し
、
通
報
を
受
け

現
場
に
急
行
し
た
警
察
官
に

逮
捕
さ
れ
た
。

　
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の

会
・
ひ
と
あ
ゆ
み
の
会
（
松
山

桂
子
会
長
）
は
20
日
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
第
49
回

集
い
を
開
催
す
る
。

　
集
い
は
、
会
員
の
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
生
活
を
改
善
し
、
生

き
生
き
と
し
た
社
会
性
の
高

い
、
よ
り
質
の
高
い
在
宅
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
新
し
く
整
備

さ
れ
た
壱
岐
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
や
障
が
い
者
の
施
設
「
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
結
」、
多
機
能
型

事
業
所
「
天
寿
庵
」
の
見
学
を

中
心
に
行
わ
れ
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
結
で
は
昼
食
と
総
会
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
対
象
は
市
内
在

宅
の
障
害
者
で
、
脳
卒
中
や
脊

髄
損
傷
の
後
遺
症
、
難
病
に
よ

り
手
足
に
重
度
の
障
害
を
有
す

る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～

３
級
所
持
者
）。

「
チ
ー
ム
石
田　

全
力
で

　
　
　
　
　

最
後
ま
で　

あ
き
ら
め
な
い
」

幼
保
と
連
携
し
て
運
動
会
、
石
田
小
学
校

　
石
田
小
学
校
（
後
藤
義
次
校

長
、
２
７
０
人
）
は
27
日
午
前

９
時
か
ら
、
同
校
の
特
色
あ
る

取
り
組
み
と
し
て
運
動
会
を
開

催
す
る
。

　
「
幼
保
・
小
の
連
携
推
進
事

業
」
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
石
田

幼
稚
園
、
同
保
育
所
の
年
長
児

が
参
加
す
る
種
目
が
あ
り
、
来

年
度
の
入
学
時
に
ペ
ア
を
組
む

５
年
生
が
、
入
場
や
競
技
を
一

緒
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
５
年
生
児
童
た
ち

は
、
園
児
た
ち
に
招
待
状
を
届

け
る
な
ど
、
心
の
つ
な
が
り
を

強
く
す
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て

い
る
と
い
う
。

　
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

児
童
会
で
決
め
た
「
チ
ー
ム
石

田
　
全
力
で
最
後
ま
で
　
あ
き

ら
め
な
い
」。

　
雨
天
の
際
は
翌
28
日
に
延
期

さ
れ
る
。
以
後
、
悪
天
候
の
場

合
は
順
延
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。




